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１．委員の指摘及び提言概要 

黄砂の発生・輸送に関する変動予測と検出に関する研究成果が得られ、順調に進捗している。テ

ーマ間の連携がよく取られていると思う。早く現地フィールド調査ができるよう願っている。発生

源付近でのオンラインの観測が可能になれば、予測や検出の精度が向上し、環境政策への反映が可

能になる。気候変動への影響シナリオが重要となると思うので、この研究がどのように新たな視点

が入り、これまでよりもどのように役立つのかをより明確化して欲しい。地域特有の植生や風など

データ取得が難しい項目もあるが、地域特性を踏まえた黄砂発生のメカニズムの解明を期待する。

国際協力により事前の対策を提起できるような知見に結び付けていただきたい。 

 

２．採点結果 
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